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広範な治療法をもつ認知行動療法を網羅的に学び、
スタンダードを知ることができる決定版の中項目事
典。公認心理師主要5分野を解説。

心理学を志す学生や一般社会人も手に取りやすい
見開き完結の読み切りの構成で、基礎から応用、実
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研究の最前線が見渡せる中項目事典。

妊娠・子育てから終末期ケア・長寿研究までを周辺
分野の視点を含め、「そだてる」「はたらく」など状況
別の章立てで紹介。全項目２頁完結。

日常生活の中で起こる人の心と行動の「不思議と仕
組み」について考察する社会心理学の研究最前線を
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　日本健康心理学会は、1987年に創設され2017年には30周年を迎えました。学会設立当初から、人 の々健康増進と疾病予防に
関する心理学的研究の推進を掲げ、多くの既存の学問領域を横断する形で、「健康心理学」という学問の体系化を試み、現在は主
要な心理学の分野のひとつとして位置づけられるようになりました。（中略）
　学会設立30周年企画として、各領域の専門的な観点から、保健と健康の心理学の標準テキストをこれまでに6冊刊行しました。
（中略）このたび、これらの標準テキストと相補的な位置づけの学会刊行物として、学会編の『健康心理学事典』を発刊することにい
たしました。
　この『健康心理学事典』の企画、編集にあたっては、とりわけ各章の構成、見出し項目の選定には相応の注意を払いました。それ
は、これまでの学会企画・編としての出版物をすべて精査し、主要なタームであると考えられるものは、その内容を最新の情報にアッ
プデートしながら、事典の見出しや本文の中で必ず言及するようにしたことです。さらに、近年の健康心理学の研究、実践領域の拡
大に伴い、これまでには十分に取り上げられてこなかった領域やタームも新たに採り入れることを試みました。こうすることによって、健
康心理学の伝統的な基礎を体系的に網羅することができると同時に、近年の健康心理学を取り巻く変化などにも十分に対応できる
ことが可能になると考えた次第です。
　これによって、結果的に『健康心理学事典』は、全13章からなる構成となりました。それらは、「健康心理学の基礎」「生理学的メカ
ニズム」といった基礎的テーマに関する章に始まり、「パーソナリティ」「ストレス」「健康教育・ヘルスプロモーション」「アセスメント」と
いった健康心理学の伝統的なテーマに関する章、「適応（病気・問題行動）」「対人・集団・社会」「ヘルスケアシステム」といった健康
心理学のさらなる理解のために必須となるテーマに関する章、「カウンセリング」「健康心理学的支援法・災害後支援」といった健康
心理学の実践的テーマに関する章、そして、近年あらためて着目されている「性・ジェンダー」「研究法・倫理」に関するテーマを独立し
た章として取り上げました。そして、それぞれの章には、『健康心理学事典』の前述の特徴を担保すべく、当該の領域に精通している２
名ずつの気鋭の先生方に執筆者の選出や編集を依頼したため、非常に充実した包括的な内容に仕上がりました。
　『健康心理学事典』は、初学者はもとより、健康心理学やその周辺領域の研究者や実践者にも活用していただけるような内容を
意図しております。そのため１項目を見開きページでわかりやすく解説するという中項目主義の特性を活かして、インターネット情報な
どとも差別化ができる使い勝手のよい事典の編集を目指しました。ぜひ、健康心理学を学ぶ皆様の傍らに置いていただき、健康心
理学に関する学びを深めていただくと同時に、内容の最新の情報にもアクセスを試みることによって、さらなる理解を深める一助にし
ていただければ幸いです。

2019年（平成31年）４月30日　平成最後の日に 一般社団法人 日本健康心理学会
健康心理学事典編集委員会委員長

嶋田　洋徳
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ウンセリング／食行動のカウンセリング／アディクションとカウンセリング（喫煙行
動・飲酒行動）／睡眠とカウンセリング／遺伝カウンセリング／肥満と糖尿病患
者へのカウンセリング／心臓リハビリテーション患者へのカウンセリング／がん患
者へのカウンセリング／HIV/AIDSカウンセリング
コラム カウンセラーの職業倫理

第11章　健康心理学的支援法・災害後支援
［編集担当：岡島 義・三浦正江］
児童期・青年期のストレスマネジメント／成人期のストレスマネジメント／ソーシャ
ルスキルトレーニング（SST）／発達障害児のソーシャルスキルトレーニング
（SST）／アサーショントレーニング／アンガーマネジメント／リラクセーション法／
自己教示訓練法／問題解決療法／行動活性化療法／マインドフルネスストレ
ス低減法／ライフスタイル療法／睡眠に関する健康心理学的支援／高齢
者に対する支援／子育て支援／大規模自然災害（地震・津波など）による心
理的影響と支援／原子力災害による心理学的影響と支援／急性ストレス障
害・PTSD／心的外傷後成長／災害時の支援／災害支援とトラウマケア／トラ
ウマに対する心理的支援
コラム 精神症状／身体症状および習慣行動の改善、安定に寄与する睡眠の
役割

第12章　性・ジェンダー 
［編集担当：大竹恵子・飯田敏晴］
月経前症候群（PMS）／月経周期／更年期障害／ジェンダーとセクシュアリティ／
身体的健康における性差／性機能障害／メンタルヘルスにおける性差／性同
一性障害、性別違和／不妊と不育／性行動／性の問題に関わる援助要請／
食行動と性・ジェンダー差／羞恥と健康／性感染症／性的虐待、性暴力／セク
シュアルヘルスと心理的支援、教育／妊娠・出産に伴う健康問題／産後の健康
問題と育児／性に関する健康問題と社会／セクシュアルダイバーシティ／ワーク
ライフバランス
コラム 性に関する意識と望まない妊娠

第13章　研究法・倫理 
［編集担当：境 泉洋・山本哲也］
調査研究／実験研究／観察研究／介入研究／展望研究／研究不正行為／
著作権関連ルール／人を対象とする研究倫理に関する国内ルール／人を対象と
する研究倫理に関する国外ルール ／利益相反／教育・トレーニングの職業倫
理／カウンセリングと介入の職業倫理／アセスメントの職業倫理／福祉的支援
の職業倫理／司法・メディアなど社会的発信の職業倫理
コラム 標準化研究倫理教育とCITI 


